
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

   

   

   

   

   

   
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

NO.199 

日生大橋は、岡山県備前市に位置し、本土と鹿久居島間の海上 765ｍを結ぶ区

間に架設される橋梁です。 

橋梁形式はＰＣ３径間連続エクストラドーズド橋＋ＰＣ３径間連続ラーメン

箱桁橋で、最大支間長 170m です。 

平成 26 年 8 月末に全ての中央閉合を完了し、橋体が連続しました。10 月初め

には連結式が行われました。平成 26 年度内に橋面工などの施工を終え、平成 27

年 4 月に開通しました。 

 橋梁名は公募による結果、「備前♡日生大橋」に決定しました。 

  ひ な せ お お は し   

日 生 大 橋 (そ の ２ ) 

◆一般図 

 主桁断面図   

 側面図   

 平面図   

 断面図   
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発  行： 三井住友建設（株）土木本部 土木設計部 

連絡先： 東京都中央区佃2 丁目1 番6 号   TEL.03-4582-3063 

ＵＲＬ： http://www.smcon.co.jp 

◆構造･施工概要 

１）上部工の施工 

 架設作業車による張出し架設工法で行い、エクストラドーズド部は 7m 毎に配置されている斜材定着部を１ブロッ

クで一括施工できる超大型架設作業車を採用しました。 

また、架設完了後の橋脚残留応力を解消するため、中央連結時に最大で 12000kN の水平加力方式変位調整工法を実

施しました。 

 外ケーブルには 19Ｓ15.7 高強度ＰＣ鋼材を使用し、配置本数を低減しています。 

 

２）主塔・斜材の施工 

 主塔は上方へ向けて広がる形として橋上の開放感を確保するなど、景観にも配慮した形状であり、ＲＣ構造にて構

築しました。斜材定着部はＲＣ分離定着構造（ＰＣ鋼材補強）を採用しました。 

斜材は海上での防錆に配慮して、エポキシストランド＋ポリエチレン（ＰＥ）被膜＋ＰＥ保護管による日本初の組

み合わせを採用しました。 

 斜材緊張状況   

 斜材架設状況   

 大型架設作業車施工状況   

 外ケーブル緊張状況    水平加力状況    主塔定着部   


